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※１　DX（デジタルトランスフォーメーション）：�デジタル技術を取り入れ、市民生活や行政サービスをより良く変化させること
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議会活性化特別委員会を設置 12
月
定
例
会
で
審
議
し
ま
し
た

　

12
月
定
例
会
は
11
月
30
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で
の
19
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、
令

和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
等
84
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
、

請
願
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

議
案
等
の
審
議
結
果
は
、
６
ペ
ー
ジ
の
「
会
派
別
議
案
等
賛
否
一
覧
表
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

補
正
予
算
を
可
決

・
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
東
館
整
備
経
費�

▲
３
億
９
３
３
９
万
１
千
円

・
小
・
中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
費�

３
８
億
５
２
２
９
万
円

・
学
習
情
報
化
推
進
事
業
費�

４
億
３
０
４
５
万
円

・
悠
久
山
野
球
場
管
理
運
営
費�

３
０
０
０
万
円

・
小
国
診
療
所
整
備
事
業
費�

２
４
３
０
万
円

・
物
価
高
騰
等
対
策
農
業
支
援
事
業
費�

２
４
３
９
万
８
千
円

・
公
共
交
通
等
確
保
維
持
事
業
費�

２
３
１
０
万
円

・
物
価
高
騰
対
策
事
業�

２
９
億
４
８
２
０
万
円

�

ほ
か

第１回議会活性化特別委員会の様子

常
任
委
員
会
の
県
外
視
察
を
実
施

常
任
委
員
会
の
県
外
視
察
を
実
施

　
長
岡
市
議
会
で
は
、
議
会
の
政
策
立
案
機
能
を
充
実
・
強
化
し
、
今
後
の
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
四
つ
の
常
任
委
員
会
で
先
進
地
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
各
委
員
会
の
行
政
視
察
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
５
ペ
ー
ジ
の
行
政
視
察
報
告
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　当市議会では、市民目線に立
ち、市民に開かれた議会運営を
進めながら不断の議会改革に努
めてきました。
　このたび、12月定例会招集日
に議会活性化特別委員会の設置
を全会一致で議決し、10人の委
員を選任しました。今回設置し
た議会活性化特別委員会では、
一般質問と会派制について検討
を重ねていきます。

＜議会活性化特別委員会委員＞ （◎委員長　○副委員長）

◎池田　和幸　〇神林　克彦　　豊田　　朗　　服部　耕一　　田中　茂樹
　中村　耕一　　関　　充夫　　関　　貴志　　酒井　正春　　五井　文雄

　文教福祉委員会　文教福祉委員会

　 建 設 委 員 会　 建 設 委 員 会 　産業市民委員会　産業市民委員会

　総 務 委 員 会　総 務 委 員 会

岡崎市役所（愛知県岡崎市）岡崎市役所（愛知県岡崎市）
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米
百
俵
プ
レ
イ
ス
東
館
の�

�

建
設
工
事
に
つ
い
て

問
　
米
百
俵
プ
レ
イ
ス
東
館
の
建

設
工
事
費
増
加
に
伴
う
権
利
者

お
よ
び
市
の
負
担
増
に
つ
い
て
、
市
の

認
識
を
伺
う
。

答
　

工
事
費
の
増
加
は
来
年
度
か

ら
の
３
カ
年
で
約
27
億
円
で
あ

り
、
そ
の
う
ち
市
の
実
質
負
担
増
加
額

は
９
億
８
千
万
円
と
な
る
。
こ
の
建
設

工
事
費
の
増
加
分
は
、
各
街
区
の
保※

１

留

床
価
格
に
反
映
さ
れ
、
本
市
と
長
岡
商

工
会
議
所
が
増
額
分
を
負
担
す
る
。
保

留
床
価
格
は
、
施
行
者
で
あ
る
Ｕ
Ｒ
都

市
機
構
が
決
定
す
る
が
、
市
と
し
て
も

応
分
の
負
担
を
求
め
て
い
く
こ
と
を
考

え
て
い
る
。
今
後
も
、
国
費
に
よ
る
追

加
支
援
や
地
方
債
の
充
当
を
継
続
的
に

検
討
し
、
可
能
な
限
り
負
担
の
軽
減
に

努
め
て
い
く
。

地
域
農
業
の
維
持
に
向
け
た�

�

対
策
に
つ
い
て

問
　
米
価
の
低
下
に
加
え
、
今
夏

の
猛
暑
に
よ
る
減
収
や
生
産
資

材
の
高
騰
等
に
よ
り
、
農
業
者
の
経
営

環
境
は
一
層
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
窮
状
を
乗
り
切
り
、
再
生
産

へ
の
意
欲
を
維
持
す
る
た
め
の
更
な
る

支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
市
の
見
解
を

伺
う
。

答
　

地
域
全
体
の
視
点
か
ら
期
待

さ
れ
る
農
業
の
役
割
は
、
安

全
・
安
心
な
農
作
物
の
供
給
や
生
活
環

境
の
保
全
等
で
あ
り
、
そ
の
恩
恵
が
広

く
市
民
生
活
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
市
と
し
て
も
地
域
産
業
で

あ
る
農
業
の
持
続
性
を
維
持
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

米
の
等
級
の
低
下
と
収
量
減
少
に
加

え
て
現
在
の
物
価
高
騰
、
地
域
経
済
へ

の
影
響
等
を
踏
ま
え
る
と
、
更
な
る
経

済
対
策
や
支
援
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。
令
和
６
年
以
降
も
希
望
を
持
ち
、

安
心
し
て
農
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
に

更
な
る
支
援
を
実
施
し
て
い
く
。

柏
崎
刈
羽
原
発
の�

�

再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

問
　
避
難
課
題
が
解
決
し
な
い
限

り
再
稼
働
は
認
め
ら
れ
な
い
と

国
・
県
へ
主
張
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

今
ま
で
も
市
町
村
研
究
会
を

通
じ
て
、
豪
雪
と
原
子
力
災
害

の
複
合
災
害
時
の
避
難
や
東
電
の
原
子

力
事
業
者
と
し
て
の
適
格
性
、
集
中
立

地
に
よ
る
リ
ス
ク
の
軽
減
等
の
多
く
の

課
題
に
つ
い
て
、
厳
格
か
つ
適
切
に
取

り
組
む
よ
う
国
・
県
・
東
電
に
強
く
求

め
て
き
た
。
ま
た
、
東
電
の
信
頼
が
失

わ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
国
が
前

面
に
立
っ
て
、
安
全
に
対
し
て
責
任
を

持
つ
体
制
づ
く
り
の
構
築
を
引
き
続
き

求
め
て
い
く
。
こ
う
し
た
課
題
が
解
決

さ
れ
な
い
限
り
、
再
稼
働
の
議
論
を
始

め
る
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

長
岡
版
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
評
価
と�

�

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

問
　
子
育
て
や
医
療
福
祉
の
分
野

に
お
け
る
課
題
解
決
に
向
け
た

市
の
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
成
果
と
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

子
育
て
分
野
で
は
、
子
育
て

に
役
立
つ
情
報
の
取
得
や
予
防

接
種
の
管
理
が
で
き
る
な
が
お
か
子
育

て
ア
プ
リ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
よ

る
子
育
て
の
駅
の
利
用
受
付
の
導
入
等
、

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
を
進
め
て
き

た
。
今
後
も
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

捉
え
な
が
ら
、
子
育
て
施
策
の
充
実
を

図
り
、
市
民
生
活
の
向
上
を
進
め
て
い

く
。

　

医
療
分
野
で
は
、
山
古
志
診
療
所
に

お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
試
行
的
に

開
始
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
年
12
月
に

は
移
動
診
療
車
を
県
内
で
初
め
て
導
入

し
、
患
者
の
移
動
負
担
の
軽
減
等
の
効

果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
今

後
は
山
古
志
地
域
で
の
試
行
結
果
を
検

証
し
、
他
の
中
山
間
地
域
へ
の
展
開
を

検
討
し
て
い
く
。

柏
崎
刈
羽
原
発
の�

�

再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

問
　
実
効
性
の
あ
る
避
難
計
画
な

し
に
再
稼
働
の
議
論
を
す
べ
き

で
は
な
い
こ
と
を
県
に
求
め
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
　

再
稼
働
の
い
か
ん
に
か
か
わ

ら
ず
、
住
民
避
難
訓
練
を
は
じ

め
と
し
た
避
難
の
実
効
性
向
上
へ
の
取

り
組
み
は
、
防
災
面
の
備
え
か
ら
必
要

な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
も
国
の
作

業
部
会
や
市
町
村
研
究
会
等
の
場
を
通

じ
、
国
・
県
に
対
し
て
、
訓
練
で
見
え

た
課
題
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
検
討
し
、

解
決
策
を
示
す
よ
う
強
く
求
め
て
き
た
。

今
後
も
避
難
の
実
効
性
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

農
業
問
題
に
つ
い
て

問
　
収
入
保
険
の
保
険
料
支
援
に

と
ど
ま
ら
ず
、
減
収
し
た
農
家

へ
の
直
接
支
援
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　

今
夏
の
記
録
的
な
猛
暑
と
少

雨
に
よ
る
水
不
足
は
市
全
体
に

も
見
ら
れ
、
特
に
栃
尾
地
域
や
山
古
志

地
域
、
小
国
地
域
等
の
中
山
間
地
域
で

大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
。
市
と
し
て
は
、

米
の
等
級
低
下
や
収
量
減
少
が
農
業
者

の
減
収
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
今
夏

の
猛
暑
の
影
響
に
よ
る
離
農
を
懸
念
し

て
い
る
。
市
で
は
、
ポ
ン
プ
等
の
購
入

を
支
援
す
る
緊
急
対
策
と
収
入
保
険
の

加
入
促
進
等
に
よ
り
、
次
期
作
に
向
け

支
援
を
実
施
し
て
き
た
。
減
収
し
た
農

家
へ
の
直
接
支
援
に
つ
い
て
も
、
現
在

実
施
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
る
。
今

夏
の
猛
暑
の
影
響
に
よ
り
離
農
が
進
ま

な
い
よ
う
、
引
き
続
き
中
山
間
地
域
の

農
業
に
寄
り
添
う
と
と
も
に
、
中
小
規

模
農
家
の
下
支
え
を
行
っ
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
事
務
拠
点
体
制
に
つ
い
て

大
手
通
坂
之
上
町
地
区�

�

市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て

問
　
ミ
ラ
イ
エ
長
岡
西
館
の
保
留

床
取
得
お
よ
び
整
備
に
係
る
当

初
予
算
額
と
保
留
床
取
得
後
の
決
算
見

込
額
に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　

ミ
ラ
イ
エ
長
岡
建
設
に
係
る

総
事
業
費
は
、
当
初
の
再
開
発

事
業
費
の
予
算
で
は
保
留
床
取
得
費
で

約
70
億
円
、
整
備
費
に
相
当
す
る
人
づ

く
り
・
学
び
・
交
流
エ
リ
ア
整
備
費
で

約
66
億
円
を
見
込
ん
で
い
た
。
こ
の
う

ち
ミ
ラ
イ
エ
長
岡
西
館
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
度
予
算
で
保
留
床
取
得
費
と

し
て
約
29
億
４
千
万
円
で
Ｕ
Ｒ
都
市
機

構
と
契
約
し
た
。
最
終
的
な
保
留
床
取

得
費
は
今
年
度
分
を
含
め
て
約
26
億
４

千
万
円
で
あ
り
、
当
初
の
計
画
か
ら
約

３
億
円
の
減
額
と
な
っ
た
。

問
　
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
は

ま
ち
な
か
に
来
た
い
人
や
活
動

し
た
い
人
を
増
や
す
ソ
フ
ト
事
業
の
展

開
が
必
要
と
考
え
る
が
、
多
額
の
投
資

で
の
保
留
床
取
得
と
長
岡
市
中
心
市
街

地
活
性
化
基
本
計
画
の
整
合
性
に
つ
い

て
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
　

長
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化

基
本
計
画
に
基
づ
い
て
整
備
し

て
き
た
ア
オ
ー
レ
長
岡
や
ミ
ラ
イ
エ
長

岡
等
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
市
民
協
働
や
産

業
振
興
等
、
本
市
の
未
来
を
見
据
え
た

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
場
に
多
く
の
市
民
が
多
様
な
目
的
で

訪
れ
、
活
動
し
、
交
流
が
深
ま
る
こ
と

で
本
計
画
が
目
指
す
ま
ち
の
価
値
向
上

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　

市
と
し
て
も
ソ
フ
ト
事
業
の
重
要
性

は
認
識
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
通
じ
て
若
者
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参

画
や
民
間
投
資
の
誘
発
に
つ
な
げ
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
今
後
も
、
本
計

画
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
念
頭
に

中
心
市
街
地
の
価
値
を
高
め
て
い
き
、

市
域
全
体
に
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す

よ
う
、
長
岡
市
中
心
市
街
地
活
性
化
協

議
会
等
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
。

市
民
生
活
支
援
対
策
に
つ
い
て

問
　
政
府
は
住
民
税
非
課
税
世
帯

へ
の
７
万
円
の
給
付
金
支
給
を

補
正
予
算
に
計
上
し
た
が
、
そ
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
重
点
支
援
地

方
交
付
金
推
奨
事
業
メ
ニ
ュ
ー
の
本
市

へ
の
交
付
予
定
額
と
、
交
付
金
を
活
用

し
た
具
体
的
な
市
民
生
活
支
援
策
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
　

住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給

付
金
支
給
に
つ
い
て
は
、
速
や

か
に
支
給
が
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め

て
い
く
。

　

重
点
支
援
地
方
交
付
金
推
奨
事
業
メ

ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
、
本
市
へ
の
追
加
配

分
予
定
額
は
５
億
４
千
万
円
で
あ
る
。

こ
の
交
付
金
を
活
用
し
た
具
体
的
な
支

援
策
に
つ
い
て
は
、
今
定
例
会
最
終
日

の
提
案
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
ポ
ッ
キ
リ
パ
ス

ポ
ー
ト
・
プ
レ
ミ
ア
ム
事
業
や
デ
ジ
タ

ル
地
域
通
貨
な
が
お
か
ペ
イ
の
ポ
イ
ン

ト
付
与
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
を
実
施
し
て

き
た
。
今
後
も
、
経
済
循
環
と
消
費
喚

起
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
、
商
工
団

体
と
も
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
く
。

奨
学
金
制
度
改
善
に
つ
い
て

問
　
企
業
の
奨
学
金
返
還
支
援
制

度
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
奨
学

金
返
還
支
援
補
助
金
を
導
入
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　

自
社
の
社
員
が
日
本
学
生
支

援
機
構
の
奨
学
金
を
返
還
し
て

い
る
場
合
に
、
企
業
が
返
還
額
の
一
部

ま
た
は
全
部
を
負
担
で
き
る
代
理
返
還

支
援
制
度
が
令
和
３
年
度
に
創
設
さ
れ

た
。
こ
の
制
度
は
、
企
業
と
社
員
双
方

に
税
制
面
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
ま
た

人
材
確
保
に
も
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
国
的
に
利
用
す
る
企
業
が
増
え
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
ま
ず
は
こ
の
制
度

を
周
知
し
、
市
内
企
業
に
活
用
を
促
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
市
の
支
援
制
度

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・�

非
正
規
ワ
ー
カ
ー
の
待
遇
改
善
等
に

つ
い
て

・
若
者
の
就
労
支
援
に
つ
い
て

※１　保
ほ
留
りゅう
床
しょう
：�市街地再開発事業によって新たに生み出された売却用の建築床のこと。

五十嵐 良一
（長岡令和クラブ）

池田　和幸
（市民クラブ）

笠井　則雄
（共産党市議団）

服部　耕一
（共産党市議団）

議会の臨場感をスマホでも！
　各議員の顔写真の右下にＱＲコードを掲載しています。スマートフォンやタブレットでＱＲコードを読み取ると、
それぞれの議員の一般質問が動画でご覧いただけます。

関　充夫
（長岡令和クラブ）

13人が一般質問13人が一般質問
主な質問と答弁の要旨を掲載します主な質問と答弁の要旨を掲載します

12月定例会

～一般質問とは～～一般質問とは～
　議員が長岡市の市政全般について、市長をはじめとする執行機関等に対し、そ
の執行状況や方針、また適正な実施がなされているかを問いただしたり、自身の
所信を表明したりすることを目的とする質問をいいます。
　一般質問は、定例会に限って認められ、提出された議案とは関係なく本会議で
行われます。
　なお、長岡市議会の一般質問では、質問の論点や争点を明確にし、執行機関か
ら十分かつ正確な答弁を得ることで充実した能率的な議会運営を図るため、あら
かじめ議長に質問の要旨を通告する「通告制」が採用されています。
　また長岡市議会では、一般質問の在り方を長岡市議会基本条例で定めており、
議員が一般質問を行うに当たっては、広く市民の市政に対する理解と関心を高め
るように努めなければならないとされています。



市議会だより市議会だより市議会だより市議会だよりなが
  おか
なが
  おか
なが
  おか
なが
  おか 230号

3
※２　ＫＰＩ：�Key�Performance�Indicator の略。政策や施策ごとの達成すべき成果の指標のこと。

物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

問
　
子
ど
も
た
ち
の
食
を
守
る
た

め
の
学
校
給
食
費
の
負
担
軽
減

策
や
、
持
続
的
な
賃
上
げ
を
見
据
え
た

中
小
企
業
の
価
格
転
嫁
推
進
策
に
向
け

た
相
談
体
制
の
強
化
等
の
対
応
が
必
要

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
　

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
市
立
学
校
71
校
で
見
直

し
が
行
わ
れ
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
等
を

保
っ
た
給
食
の
実
施
に
努
め
て
も
ら
っ

て
い
る
。
教
育
委
員
会
で
も
物
価
高
騰

に
よ
る
影
響
の
把
握
と
対
応
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
交
付

金
の
活
用
も
含
め
た
必
要
な
支
援
対
策

を
検
討
し
て
い
く
。

　

中
小
企
業
の
価
格
転
嫁
は
、
企
業
の

事
業
継
続
の
た
め
に
重
要
な
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
関
係
機

関
が
実
施
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
専
門
家
に

よ
る
相
談
事
業
窓
口
等
の
情
報
を
総
合

的
に
広
く
周
知
し
、
適
切
な
価
格
転
嫁

が
図
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

問
　
当
事
者
や
家
族
の
孤
立
を
防

ぎ
、
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、

相
談
窓
口
の
明
確
化
や
ひ
き
こ
も
り
へ

の
理
解
促
進
が
必
要
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

答
　

相
談
窓
口
に
つ
い
て
は
、
現

状
で
は
複
数
の
窓
口
で
相
談
を

受
け
付
け
、
関
係
課
等
と
連
絡
を
取
り

な
が
ら
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ひ
き
こ

も
り
に
対
す
る
相
談
先
が
不
明
確
と
い

う
声
も
あ
る
た
め
、
現
在
窓
口
体
制
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お
り
、
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、
市
民
に
広
く
周
知
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
正
し

い
知
識
や
理
解
を
地
域
に
広
げ
て
い
く

必
要
性
も
感
じ
て
お
り
、
市
民
に
向
け

た
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
更
な
る

周
知
、
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・�

介
護
保
険
事
業
計
画
と
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て

・�

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い

て

長
岡
市
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に�

�

関
わ
る
取
組
に
つ
い
て

問
　
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
の

開
催
実
績
や
受
講
者
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
工
夫
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

平
成
31
年
の
情
報
漏
え
い
事

件
を
受
け
て
策
定
し
た
長
岡
市

職
員
倫
理
・
行
動
指
針
に
基
づ
き
、
倫

理
研
修
に
加
え
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

や
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
各
種
研

修
を
実
施
し
て
い
る
。
研
修
は
令
和
元

年
以
降
延
べ
50
回
開
催
し
て
お
り
、
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
を
入
れ
る
と
延
べ
１
万

４
千
人
の
職
員
が
受
講
し
た
。
受
講
者

に
対
し
て
は
、
研
修
の
難
易
度
や
理
解

度
等
を
ア
ン
ケ
ー
ト
で
確
認
し
て
お
り
、

今
後
は
理
解
度
を
測
る
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
つ
け
る
な
ど
設
問
を
工
夫
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
、

時
代
の
変
化
に
応
じ
た
新
た
な
研
修
も

含
め
、
職
階
や
職
種
に
応
じ
た
研
修
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
く
。

長
岡
市
の
入
札
制
度
に
つ
い
て

問
　
災
害
時
に
お
け
る
短
期
間
で

の
復
旧
工
事
完
了
や
、
地
域
の

建
設
業
者
の
受
注
機
会
確
保
等
を
目
的

と
し
て
い
る
長
岡
市
安
全
安
心
地
域
づ

く
り
工
事
に
つ
い
て
は
、
本
市
が
合
併

で
広
域
に
な
っ
た
こ
と
を
一
つ
の
理
由

と
し
て
支
所
地
域
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。

災
害
へ
の
対
応
を
意
識
し
た
こ
の
制
度

を
長
岡
地
域
に
お
い
て
も
導
入
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
　

長
岡
地
域
で
は
、
支
所
地
域

に
比
べ
登
録
業
者
数
が
多
い
こ

と
や
、
指
名
競
争
入
札
に
よ
る
業
者
選

定
で
は
基
本
的
に
工
事
箇
所
に
近
い
業

者
を
指
名
し
て
お
り
、
実
質
的
に
安
全

安
心
地
域
づ
く
り
工
事
と
同
様
に
地
元

の
建
設
業
者
が
施
工
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
制
度
に
よ
る
発
注
は
行
っ
て

い
な
い
。
長
岡
地
域
へ
の
制
度
導
入
に

つ
い
て
は
、
業
界
団
体
の
意
見
を
聞
い

て
い
き
た
い
。

本
市
に
お
け
る�

�

外
国
人
材
の
受
入
れ
に
つ
い
て

問
　
令
和
５
年
10
月
に
実
施
さ
れ

た
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
視
察
の
経

緯
や
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答
　

今
回
の
視
察
は
、
市
長
が
キ

ル
ギ
ス
駐
日
大
使
か
ら
表
敬
訪

問
を
受
け
た
こ
と
や
、
令
和
５
年
７
月

に
両
国
政
府
に
よ
り
在
留
資
格
「
特
定

技
能
」
に
係
る
協
力
覚
書
が
締
結
さ
れ

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
内
企
業
で
の
人

材
受
け
入
れ
や
大
学
間
交
流
の
可
能
性

を
探
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
。

　

視
察
で
は
、
市
長
を
は
じ
め
と
す
る

官
民
総
勢
16
人
の
視
察
団
が
、
日
本
へ

の
人
材
送
り
出
し
機
関
と
し
て
認
定
さ

れ
て
い
る
ア
ラ
バ
エ
フ
・
キ
ル
ギ
ス
国

立
大
学
附
属
日
本
学
院
に
お
け
る
専
門

教
育
と
日
本
語
教
育
の
様
子
や
、
同
国

教
育
機
関
と
市
内
４
大
学
１
高
専
と
の

交
流
連
携
の
可
能
性
を
確
認
し
た
。
今

後
、
長
岡
技
術
科
学
大
学
と
の
協
議
が

始
ま
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
市
内
建

設
業
界
等
で
の
受
け
入
れ
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
る
。

問
　
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
に
お

け
る
支
援
と
今
後
の
課
題
に
つ

い
て
市
の
考
え
を
伺
う
。

答
　

市
で
は
、
在
住
外
国
人
に
対

し
、
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
地
球

広
場
で
行
政
手
続
の
多
言
語
支
援
や
日

本
語
の
習
得
支
援
等
の
各
種
相
談
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
外
国
人
活
用

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
雇
用
し
、
外
国
人
を

受
け
入
れ
て
い
る
企
業
に
対
し
て
訪
問

を
通
じ
た
生
活
支
援
等
の
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
伴
走
型
で
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
外
国
人
の

多
国
籍
化
に
よ
る
言
語
ス
タ
ッ
フ
の
不

足
や
異
文
化
、
宗
教
に
対
す
る
理
解
不

足
等
多
岐
に
わ
た
る
と
考
え
る
。
引
き

続
き
、
受
け
入
れ
企
業
へ
の
き
め
細
か

い
支
援
や
市
民
へ
の
情
報
提
供
を
進
め
、

共
生
社
会
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・�

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
組
に
つ
い
て

安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る�

�

長
岡
に
つ
い
て

問
　
本
市
の
病
児
・
病
後
児
保
育

施
設
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
施
設
予
約
や
空
き
状
況
の

把
握
等
が
可
能
な
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

伺
う
。

答
　

市
内
の
病
児
・
病
後
児
保
育

施
設
で
は
、
容
体
が
急
変
す
る

可
能
性
が
あ
る
子
ど
も
を
何
よ
り
も
ま

ず
安
全
に
預
か
る
責
任
が
あ
る
と
い
う

施
設
側
の
意
向
に
よ
り
、
支
援
シ
ス
テ

ム
は
導
入
し
て
お
ら
ず
、
医
師
連
絡
票

と
保
護
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ
り
、

病
状
を
把
握
し
て
か
ら
受
け
入
れ
の
判

断
を
し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
予

約
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
他
の
自

治
体
の
事
例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

施
設
と
意
見
交
換
を
行
い
、
研
究
し
て

い
く
。

問
　
家
庭
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

費
用
の
負
担
軽
減
と
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
を
図
る
た
め
に
、
省
エ
ネ

家
電
へ
の
買
い
換
え
を
促
す
省
エ
ネ
家

電
導
入
補
助
金
制
度
を
創
設
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

答
　

本
市
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た

チ
ャ
レ
ン
ジ
戦
略
で
は
、
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
更
な
る
削
減
を
図
る
た
め
、

徹
底
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
推
進

す
る
と
い
う
基
本
方
針
を
打
ち
出
し
て

お
り
、
事
業
所
向
け
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
向
上
の
効
果
が
期
待
で
き
る
省
エ
ネ

設
備
の
導
入
支
援
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
今
般
の
物
価
高
騰
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

料
金
の
値
上
げ
な
ど
の
影
響
か
ら
、
市

民
生
活
に
お
い
て
省
エ
ネ
家
電
へ
の
買

い
換
え
需
要
も
出
始
め
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。
省
エ
ネ
家
電
の
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
、
有
効
性
を
検
証
し
、
市

の
総
合
的
な
政
策
の
中
で
検
討
し
て
い

く
。

持
続
可
能
な�

�

行
財
政
運
営
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

問
　
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
プ

ラ
ン
で
は
、
事
務
事
業
レ
ベ
ル

で
も
目
標
や
Ｋ

※
２

Ｐ
Ｉ
を
設
定
し
、
検
証

を
行
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
当

該
検
証
作
業
の
責
任
者
に
つ
い
て
市
の

認
識
を
伺
う
。

答
　

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
プ

ラ
ン
の
各
取
り
組
み
は
、
当
該

事
務
事
業
を
所
管
す
る
各
部
長
の
下
で

各
課
が
取
り
組
み
の
着
実
な
実
施
と
必

要
に
応
じ
た
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
各
取
り
組
み
の
費
用
対
効
果
の

検
証
に
つ
い
て
も
、
目
的
や
効
果
を
定

め
た
上
で
、
各
所
管
課
に
お
い
て
行
い
、

そ
の
結
果
を
予
算
要
求
に
反
映
さ
せ
て

お
り
、
こ
れ
ら
一
連
の
作
業
に
つ
い
て

も
各
部
長
の
責
任
の
下
で
行
っ
て
い
る
。

問
　
行
政
主
導
で
は
な
く
、
民
間

に
よ
る
自
由
な
投
資
を
促
す
こ

と
で
、
自
助
努
力
に
よ
る
経
済
成
長
の

実
現
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
見
解
を
伺
う
。

答
　

産
業
振
興
に
お
い
て
期
待
さ

れ
る
基
礎
自
治
体
の
重
要
な
役

割
は
、
産
業
の
基
盤
整
備
や
下
支
え
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
事
業
活
動
の
活

発
化
や
水
準
維
持
を
念
頭
に
各
所
管
部

局
で
政
策
や
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い

る
。

　

産
業
の
基
盤
整
備
の
一
例
と
し
て
、

長
岡
北
ス
マ
ー
ト
流
通
産
業
団
地
が
挙

げ
ら
れ
る
。
本
産
業
団
地
の
整
備
に
よ

り
、
新
規
雇
用
が
３
５
０
人
生
ま
れ
、

固
定
資
産
税
で
は
年
間
２
億
５
千
万
円

程
度
の
税
収
が
期
待
で
き
る
な
ど
の
効

果
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
産

業
団
地
の
ほ
か
、
指
定
の
産
業
団
地
に

入
居
す
る
事
業
者
に
固
定
資
産
税
を
３

年
間
免
除
す
る
な
ど
の
政
策
も
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
産
業
の
基
盤

整
備
に
つ
い
て
は
、
費
用
を
か
け
ず
と

も
効
果
が
高
ま
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

る
。

健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の�

�

取
組
に
つ
い
て

問
　
市
民
の
健
康
を
支
え
る
た
め

に
全
市
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
、
そ
の
内

容
と
参
加
者
の
反
応
を
伺
う
。

答
　

市
で
は
、
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
実
施
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
マ
ッ
プ
の
作
成
等
の
運
動
習
慣
が
身

に
つ
く
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
さ
ら
に
、
高
齢
者
に
対
す
る
一
般

介
護
予
防
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
る

ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
教
室
等
、
健
康
講

座
全
体
で
は
24
種
類
、
年
間
延
べ
約
９

０
０
回
実
施
し
、
延
べ
約
１
万
６
千
人

が
参
加
し
て
い
る
。

　

参
加
者
か
ら
は
健
康
意
識
の
向
上
が

見
ら
れ
る
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
参
加
者
が
固
定
化
す
る
傾
向
が
あ

る
た
め
、
健
康
意
識
が
低
い
方
へ
の
周

知
や
啓
発
が
課
題
で
あ
る
。
市
政
だ
よ

り
等
と
合
わ
せ
て
町
内
単
位
で
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
な
ど
、
き
め
細
か
な
取
り

組
み
を
継
続
し
て
い
く
。

問
　
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
つ
い

て
、
本
市
の
現
状
と
そ
の
成
果

を
伺
う
。

答
　

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
は
、

健
康
寿
命
延
伸
や
医
療
費
抑
制

の
た
め
に
、
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
の
分
析

結
果
等
を
活
用
し
、
効
果
的
な
保
健
事

業
を
実
施
す
る
た
め
の
計
画
で
あ
る
。

　

本
市
に
お
い
て
も
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
に
対
す
る
計
画
を
策
定
し
、

高
血
圧
症
疾
患
に
よ
る
疾
病
負
荷
の
軽

減
や
糖
尿
病
の
予
防
を
主
な
目
的
と
し

て
保
健
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
成
果
と
し
て
は
、
健
診
結
果
等

を
踏
ま
え
た
受
診
勧
奨
に
よ
る
医
療
機

関
へ
の
受
診
率
増
加
や
、
糖
尿
病
性
腎

症
重
症
化
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
新

た
な
人
工
透
析
者
の
抑
制
等
が
挙
げ
ら

れ
る
。
現
在
策
定
中
の
第
３
期
計
画
で

は
、
第
２
期
計
画
の
評
価
を
踏
ま
え
、

さ
ら
に
効
果
的
な
保
健
事
業
等
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
医

療
費
の
適
正
化
を
目
指
し
て
い
く
。

衣川　広志
（無所属）

池田　明弘
（長岡市公明党）

神林　克彦
（長岡令和クラブ）

松野 憲一郎
（長岡令和クラブ）

大竹　雅春
（市民クラブ）

金子 陽奈子
（市民クラブ）
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河
川
災
害
の
予
防
に
向
け
た�

�

維
持
管
理
に
つ
い
て

問
　
豪
雨
時
に
河
川
内
に
堆
積
す

る
土
砂
や
樹
木
が
河
川
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
市
の
認
識
を
伺
う
。

答
　

市
内
に
多
く
あ
る
県
管
理
河

川
で
は
、
土
砂
の
堆
積
や
樹
木

の
繁
茂
が
見
ら
れ
、
豪
雨
時
の
流
下
能

力
の
低
下
や
水
位
の
上
昇
等
を
招
く
恐

れ
が
あ
る
な
ど
、
災
害
時
の
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
。
特
に
、
大
木
化
し
た
樹
木

は
橋
り
ょ
う
に
引
っ
か
か
る
こ
と
で
橋

り
ょ
う
を
損
傷
さ
せ
、
橋
の
通
行
不
能

や
集
落
の
孤
立
化
等
を
招
く
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
県
へ
土
砂
の
除
去
や

樹
木
の
伐
採
を
要
望
し
て
き
た
。
ま
た
、

国
が
管
理
す
る
信
濃
川
に
つ
い
て
は
、

信
濃
川
中
流
域
の
７
市
町
で
構
成
す
る

信
濃
川
改
修
期
成
同
盟
会
と
し
て
樹
木

の
伐
採
等
を
国
に
要
望
し
て
い
る
。
今

後
も
、
引
き
続
き
国
と
県
に
対
し
て
必

要
な
対
策
の
実
施
を
求
め
て
い
く
。

問
　
県
管
理
河
川
内
の
堆
積
土
砂

や
樹
木
の
除
去
の
推
進
を
県
に

働
き
か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

答
　

県
は
市
内
各
地
域
に
お
い
て

堆
積
物
の
除
去
を
進
め
て
い
る

が
、
県
内
に
は
約
１
２
０
０
の
河
川
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
河
川
へ
の

対
応
や
、
短
期
的
な
対
策
完
了
が
困
難

な
状
況
に
あ
る
。
そ
う
し
た
中
に
お
い

て
も
、
堆
積
土
砂
や
樹
木
の
除
去
が
着

実
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
市
長
会
を
通

じ
て
維
持
管
理
予
算
の
確
保
を
要
望
し
、

ま
た
地
域
振
興
局
等
へ
具
体
的
な
要
望

箇
所
を
報
告
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉
え
働
き
か
け
て
い
る
。
引
き
続

き
災
害
防
止
の
観
点
で
、
優
先
度
の
高

い
箇
所
か
ら
計
画
的
か
つ
継
続
的
に
河

川
内
の
堆
積
物
対
策
の
実
施
を
要
望
し

て
い
く
。

柏
崎
刈
羽
原
発
の�

�

再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

問
　
市
は
、
再
稼
働
に
対
す
る
事

前
了
解
権
を
求
め
な
い
理
由
の

一
つ
と
し
て
、
東
電
が
立
地
自
治
体
以

外
の
自
治
体
に
事
前
了
解
権
を
与
え
る

こ
と
は
、
再
稼
働
の
ハ
ー
ド
ル
を
上
げ

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
受
け
入
れ
ら
れ

る
こ
と
は
難
し
い
と
答
弁
し
て
き
た
。

し
か
し
、
東
電
は
県
民
の
信
頼
を
一
か

ら
築
く
と
公
言
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

立
地
自
治
体
以
外
の
自
治
体
に
事
前
了

解
権
を
認
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
東
電

に
正
式
な
見
解
を
求
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　

東
電
が
県
民
の
信
頼
を
得
る

努
力
は
再
稼
働
に
向
け
た
も
の

で
あ
り
、
東
電
が
再
稼
働
の
ハ
ー
ド
ル

を
上
げ
る
事
前
了
解
権
を
周
辺
自
治
体

に
認
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
る
。

少
な
く
と
も
条
件
や
環
境
が
整
わ
な
い

限
り
、
東
電
の
見
解
を
求
め
る
こ
と
を

市
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
。

問
　
市
は
、
本
市
が
単
独
で
事
前

了
解
権
を
得
る
の
は
現
実
的
で

な
く
、
少
な
く
と
も
Ｕ
Ｐ
Ｚ
な
ど
の
周

辺
自
治
体
が
共
通
認
識
で
ま
と
ま
る
な

ど
の
状
況
に
な
ら
な
け
れ
ば
難
し
い
と

答
弁
し
て
い
る
。
周
辺
自
治
体
の
中
で
、

原
発
に
対
し
て
磯
田
市
長
ほ
ど
厳
し
く

踏
み
込
ん
だ
公
約
を
掲
げ
て
い
る
首
長

は
い
な
い
た
め
、
市
長
は
事
前
了
解
権

獲
得
に
向
け
て
周
辺
自
治
体
を
ま
と
め

る
よ
う
積
極
的
に
説
得
す
べ
き
と
考
え

る
が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

答
　

知
事
に
よ
る
県
内
市
町
村
の

意
向
の
取
り
ま
と
め
は
、
Ｕ
Ｐ

Ｚ
を
は
じ
め
と
し
た
各
自
治
体
の
共
通

認
識
で
あ
り
、
取
り
ま
と
め
の
中
で
市

の
思
い
を
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い

る
。
再
稼
働
に
対
す
る
事
前
了
解
権
や

同
意
を
得
る
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、
国

に
お
い
て
議
論
を
行
い
、
国
の
法
体
系

の
中
で
整
備
さ
れ
て
い
く
べ
き
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。
現
時
点
で
事
前
了
解

権
に
つ
い
て
説
得
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

長坂　将志
（共産党市議団）

関　貴志
（無所属）

12月定例会
常任委員会の所管事項に関する質問
総務委員会
●簡易評価型プロポーザル方式の概要と選定方法
●不祥事事案と人事管理面から見た職場環境
●所有者不明土地における固定資産税等税収への影響
●コンプライアンスの取り組みと風通しの良い職場づくりに向けた市の考え
●長岡版総合戦略と総合計画における来年度以降の方針と方向性
●市民の声を聞く具体的な対策に対する市の考え
●信濃川洪水対応における長岡方式の避難行動
●柏崎刈羽原発の再稼働問題に係る国・県・事業者による住民説明の手法� ほか

文教福祉委員会
●新設した「ほっとルーム」をはじめとした不登校児童生徒への支援状況
●５歳の発達相談会の現状と今後の方針
●財政調整基金を活用した国民健康保険に係る令和６年度保険料の引き下げ
●放課後児童クラブにおける長期休業中の食事の提供
●小・中学生ロボコン教室に対する市の取り組み状況
●保健師の事務拠点化に伴う住民の不安解消に向けた取り組み

� �ほか

産業市民委員会
●市街地の景観とカラス対策の状況
●鳥獣被害対策における新たな対策機器導入に対する市の検討状況
●プラスチック使用製品のリサイクルに係る検討状況と今後の取り組み
●認証米における新ブランド立ち上げの背景と今後の展開
●今夏の猛暑被害への対応と更なる支援策の検討状況
●長岡・産総研�生物資源循環�ＢＩＬの本市における位置づけと事業展開� ほか

建設委員会
●Ｓｕｉｃａが利用できる市内改札の現状に対する市の認識
●まちなか居住区域における空き家の活用促進策
●除雪稼働管理システム導入の目的と取得データの活用方針
●上越・北陸新幹線直行特急に対する市の考え
●令和４年12月の大雪を受けた今冬の除雪体制における改善状況
� ほか

　各常任委員会では、議案審査のほかにそれぞれ担当する事業等について
質問する「所管事項に関する質問」を行っています。ここでは、質問の一
部を掲載しています。
　詳しくは会議録（２月中旬発行予定）、インターネット録画中継をご覧
ください。

北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求める意見書
　北朝鮮による日本人拉致問題については、2002年の日朝首脳会談で北朝鮮が日本人の拉致を認め、拉致被害者５名が帰国を果たしたものの、
その後は解決に向けた進展が見られないまま20年以上が経過しました。
　政府認定の拉致被害者12名が安否不明の状況であり、このほか特定失踪者、拉致の可能性を排除できない事案に係る方々がいまだ多数おら
れます。
　新潟県では、拉致被害者５名のうち、横田めぐみさんと曽我ミヨシさんがいまだ帰国を果たしていません。また、長岡市で行方が分からな
くなった中村三奈子さんをはじめ、県内には拉致の疑いのある特定失踪者の方が６名おられ、現在も安否が分からぬままとなっています。
　このような状況の中、近年では横田めぐみさんの父・滋さんに続き、田口八重子さんの兄・飯塚繁雄さんが、拉致被害者との再会を果たせ
ぬまま他界されており、被害者自身やその家族の高齢化が進む中、もはや一刻の猶予も許されない状況に置かれています。
　よって、国会及び政府におかれては、拉致被害者及び特定失踪者家族の痛切な思いを共有し、拉致被害者及び特定失踪者全員の早期帰国並
びに真相の究明に向け、今後とも拉致問題を「最優先、最重要課題」と位置づけ、国際社会と連携を強化しつつ、国際情勢に鑑み時機を逸す
ることなく、国を挙げて全力で取り組まれるよう、強く要望します。

（送付先）衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、拉致問題担当大臣

12月定例会で可決した意見書

～意見書とは～
　�　市民生活に重要なことで、それが国や県の仕事である場合、市の力では解決できないことがあります。このようなとき、議会
の意思を意見としてまとめ、国会や県などに伝える手段のことをいいます。



市議会だより市議会だより市議会だより市議会だよりなが
  おか
なが
  おか
なが
  おか
なが
  おか 230号

5

行 政 視 察 報 告 　行政視察を実施した四つの常任委員会の視察報告を掲載します。
　視察報告の全文は、市議会ホームページでご覧いただけます。

総務委員会　令和５年10月11日～13日
＜調査項目＞
●奈良県生駒市「住民参加によるシティプロモーションと効果的な情報発信」
●愛知県岡崎市「住民と連携した防災対策」
●静岡県静岡市「女性活躍促進事業と男女共同参画推進事業」

　生駒市は、「生駒を好きになること、生駒で活動する人を増やすこと」
を市の広報誌の目的とし、働き盛りの世代へアプローチすることを目指し
ています。シティプロモーションについては、市外居住者に向けた転入促
進策を第一の目的とし、市民が主体的に関わる場があること、その場所で
関係性を構築することによってファンを増やし、主体的にＳＮＳで拡散し
てもらうことに注力しています。市民から主体的に情報発信してもらうこ
とについては、本市も今後研究していくことが大事ではないかと感じまし
た。
　岡崎市は、国の東海地震に係る地震防災対策強化地域および南海トラフ
地震防災対策推進地域に指定されており、市を流れる矢作川よりも西側の
地域は地震に弱い地盤となっているそうです。また、浸水想定区域内に20
万人が居住していることからリスクが高く、一斉に避難指示を出した場合
はかなりの混乱が予想されるとのことでした。そこで、岡崎市防災情報シ
ステムを導入し、マップ上でリアルタイムな対応情報を全て把握できるよ
うに改良されたとのことです。
　「避難生活の影響で亡くなられてしまう災害関連死がいかに少なくなる
かが行政の通知表だと考えている。そのためには、取り残された人がいる
かもしれないという視点を持ち、被災者一人ひとりの被災状況や生活にお
ける課題等を個別に把握した上で、
必要に応じ専門的な能力を持つ関係
者と連携しながら被災者支援を実施
するようにしている」という担当者
の話から、職員の防災に対する強い
熱意が感じられました。
　このほか、静岡県静岡市の女性活
躍促進事業と男女共同参画推進事業
について視察しました。
� （報告：衣川　広志）

産業市民委員会　令和５年10月17日～19日
＜調査項目＞
●福岡県福岡市「公民連携ワンストップ窓口mirai＠」
●山口県下関市「ジビエの利活用」
●愛知県豊田市「豊田市低炭素社会モデル地区（とよたエコフルタウン）」

　福岡市では、民間活力を生かすことで、少子高齢化等の社会課題や行政
課題の解決と市民サービスの高質化・効率化を目的に、事業者と行政をつ
なぐ公民連携のハブとして、公民連携ワンストップ窓口mirai＠を設置し
ています。担当課は、事業者から提案を受け、庁内を含めた関係機関との
折衝や調整を行い、また実施の場としてのフィールドの提供等による支援
をしています。これまでに856件の提案を受け、ＩｏＴの活用による子ど
も見守り事業等160件の事業を実施しました。
　本市においても、起業・創業支援や４大学１高専と進める産業政策を
行っていますが、幅広く提案を受け、行政の担当へ結びつける役割の重要
性と民間活力の利用が市の活力創出に結びついた事例として非常に参考に
なりました。
　豊田市は、平成21年に環境モデル都市に、平成30年にはＳＤＧｓ未来都
市に選定され、ＳＤＧｓ達成に向けた取り組みを行っています。
　その拠点である豊田市低炭素社会モデル地区では、燃料電池自動車をは
じめ、立ち乗り型移動支援ロボット等の電動モビリティの体験を通して環
境負荷の軽減を目指すとともに、人の移動を助ける多様な移動手段や豊田
市の目指す姿を提案しています。また、スマートシティ構想のもと、本地
区をきっかけとして、とよたＳＤ
Ｇｓパートナーや豊田市つながる
社会実証実験協議会等が主体とな
り活動が展開されています。
　地域において、環境、経済およ
び社会が一体となり、事業者、市
民および行政が社会課題の解決に
取り組む事例として大変参考にな
りました。
　このほか、山口県下関市のジビ
エの利活用について視察しました。
� （報告：二ツ家　和樹）

文教福祉委員会　令和５年10月31日～11月２日
＜調査項目＞
●香川県高松市「子ども・子育て条例及び子ども政策」
●兵庫県尼崎市「不登校児童生徒の支援体制」
●愛知県岡崎市「重層的支援体制整備事業」

　高松市の子ども・子育て条例は、子ども施策・子育て施策を推進するた
めの基本理念に加え、自治体の責務等も定めた総合的な条例となっていま
す。平成29年度には高松市子どもの貧困対策推進計画も策定され、子ども
の貧困対策推進に関する条文やヤングケアラーの定義、支援に関する条文
も規定されています。
　社会全体が自分事であると共通意識を持つための取り組みや、子どもた
ち自身も自分事であり、自分たちの権利であると認識してもらいたいとい
う視点からの取り組みが大変参考になりました。また、行政とＮＰＯ団体
の密な連携協力体制は、本市においても大変参考になる取り組みであると
感じました。
　尼崎市は、不登校児童生徒への支援として、学校以外の学びの場および
居場所づくりを目的としたさまざまな事業を実施しています。教育支援室
「ほっとすてっぷ」は、それぞれに特性がある４カ所の教室が運営され、
選択することができます。サテライト教室では、「ほっとすてっぷ」へつ
ながる前段階の学習支援を実施しています。このほか、ハートフルフレン
ド派遣事業や、一人一台支給のタブレット端末内にスタディサプリ（動画
授業アプリ）を搭載するなど、児童生徒の段階的自立を目指すグラデー
ションのある支援体制が実施されています。
　また、いじめの脱傍観者への意識改革や今
すぐ相談したい子どもたちの心情を考えた匿
名報告アプリ活用事業も展開されているなど、
尼崎市の幅広い視点から子どもたちに寄り添
う細かな支援体制は、大変参考になりました。
　このほか、愛知県岡崎市の重層的支援体制
整備事業について視察しました。
� （報告：高橋　美里）

建設委員会　令和５年10月18日～20日
＜調査項目＞
●東京都小平市「下水道見学施設」
●静岡県沼津市「民間活力を生かした公園アクションプラン」
●愛知県春日井市「先進的モビリティサービス」

　沼津市では、公民連携で進められる公園整備の例として、中央公園と
I
イ ン

NN�T
ザ

HE�P
パ ー ク

ARKを現地視察しました。
　I

イ ン

NN�T
ザ

HE�P
パ ー ク

ARKは、青少年の宿泊体験施設の廃止に伴い、民間事業者
の持つ優れたノウハウを導入し、既存の建物や周辺の環境を生かして新た
な価値の創造を目指した公民連携事業の取り組みです。民間事業者の経営
が成り立つように市がサポートをしながら、民間のアイデアが生きた素晴
らしい施設でした。老朽化したから建て直すのではなく、次のアイデアを
持つ民間に委ね、連携していくことでまちの新たな魅力になっていると感
じました。
　本市には、閉校した学校や公民館等、老朽化した公共財産が多々ありま
す。その利用について考える非常に有効な例だと感じました。
　春日井市の高蔵寺ニュータウンは、まちびらきから50年以上が経過し、
高齢化や区域内人口の減少が進んでいます。その上、外出は自家用車に依
存しているため、免許返納後の移動手段に不安を抱えている市民が多く、
本市の課題に通じるところがあります。こうした背景から、地元住民によ
るＮＰＯ法人が運営するゆっくり自動運転送迎サービスとオンデマンド乗
合サービスが導入されています。これらの新たなサービスは、国のデジタ
ル田園都市国家構想交付金を活用
し、名古屋大学等と連携して整備
されました。
　本市においても、新たなモビリ
ティサービス導入の検討が必要で
す。春日井市のさまざまな試験的
導入実験の結果を注視し、検討・
整備を進めていくことが効果的で
はないかと考えます。
　このほか、東京都小平市の下水
道見学施設について視察しました。
� （報告：金子　陽奈子）

生駒市役所にて 高松市役所にて

下関市役所にて 小平市ふれあい下水道館にて
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各種行政委員の選任・推薦に同意
　12月18日の本会議最終日において、次の方
を選任・推薦することに同意しました。
　　　〇固定資産評価審査委員会委員
　　　　　　和

わ

田
だ

　三
み

幸
ゆき

 氏（再任）
　　　　　　荻

おぎ

野
の

由
ゆ

紀
き

子
こ

 氏（再任）
　　　　　　片

かた

野
の

　孝
たか

晴
はる

 氏（新任）
　　　〇人権擁護委員
　　　　　　皆

みな

川
がわ

　宏
ひろ

晃
あき

 氏（再任）

会派別議員名簿（12月18日現在）

市 民 ク ラ ブ

池田　和幸　　大竹　雅春
田中　茂樹　　豊田　　朗
多田　光輝　　波多　恵理
二ツ家和樹　　大淵　正文
金子陽奈子　　丸山　広司
関　　正史　　松井　一男
丸山　勝総　　酒井　正春
五井　文雄

長岡令和クラブ
関　　充夫　　神林　克彦
松野憲一郎　　五十嵐良一
山田　省吾

共産党市議団 笠井　則雄　　服部　耕一
長坂　将志

長岡市公明党 池田　明弘　　中村　耕一
藤井　達徳

無 所 属

Ａ　三澤　寛人
Ｂ　高橋　美里
Ｃ　衣川　広志
Ｄ　笠井　綾華
Ｅ　桑原　　望
Ｆ　水科　三郎
Ｇ　関　　貴志
Ｈ　加藤　尚登（議長）

会 派 別 議 案 等 賛 否 一 覧 表
12月定例会� ○：会派全員が賛成　×：会派全員が反対　△：会派全員が継続審査を主張し退席

会　派　名
（　）は所属議員数

議　案　等
�

市
民
ク
ラ
ブ
⒂

長
岡
令
和
ク
ラ
ブ
⑸

共
産
党
市
議
団
⑶

長
岡
市
公
明
党
⑶

無

所

属

Ａ

無

所

属

Ｂ

無

所

属

Ｃ

無

所

属

Ｄ

無

所

属

Ｅ

無

所

属

Ｆ

無

所

属

Ｇ

議決結果

市　
長　
提　
出　
議　
案　
等

専 決 処 分 専決第８号　令和５年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承 　 認

補 正 予 算

議案第105号　令和５年度一般会計
（米百俵プレイス東館整備経費） ○ △ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 原案可決

議案第106号　令和５年度一般会計
（小・中学校大規模改造事業費ほか） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第182号　令和５年度一般会計
（人事院及び新潟県人事委員会の勧告を踏まえ
た職員等の人件費ほか）

○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 原案可決

令和５年度国民健康保険事業特別会計�ほか５件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条　
　
例

制　 定 墓園条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

一部改正
職員の給与に関する条例等 ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ 原案可決
個人番号の利用等に関する条例�� ほか16件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

廃　 止 特別会計設置条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

そ の 他

和解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
町（字）の区域及び名称の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
市道路線の認定及び変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
財産の処分（長岡オフィス・アルカディア分譲
事業用地）� ２件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

新潟県市町村総合事務組合を組織する地方公共
団体の数の減少及び新潟県市町村総合事務組合
規約の変更

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

指定管理者の指定（社会福祉センター）�ほか45件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

人 　 　 事
固定資産評価審査委員会委員の選任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　 意
人権擁護委員の推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　 意

議　
　
員

提
出
議
案

意 見 書 北朝鮮による日本人拉致問題の早期解決を求め
る意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

請 　 　 願
議会基本条例の改定に関する請願 × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ 不 採 択
市民の議会に対する意見、質問の取扱いに関す
る請願 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 不 採 択

市議会の活動状況
11月

６日 
大河津分水・長岡東西道路
整備推進特別委員会
議員協議会

24日 議会運営委員会

30日
議会運営委員会
本会議（招集日）

12月

12
月
定
例
会
（
19
日
間
）

１日
本会議４日

５日 建設委員会
総務委員会

11日 建設委員会
12日 産業市民委員会
13日 文教福祉委員会
14日 総務委員会

18日

議会運営委員会
本会議（最終日）
総務委員会
文教福祉委員会
産業市民委員会
建設委員会
議会活性化特別委員会

１月
17日 議会活性化特別委員会

１月４日　新年賀詞交換会に出席
　恒例の新年賀詞交換会が今年もアオーレ長岡にて開催され、加藤
議長が１月１日に発生した能登半島地震で被災された方々へのお見
舞いと年頭のあいさつを行いました。
　行政機関や各業界団体の約2,000人が参加し、和やかに新年のあ
いさつを交わしました。年頭のあいさつをする加藤議長

令和５年の行政視察受入状況
　長岡市議会では、全国の議会関係者から本市の
事業や取り組みについての視察を受け入れていま
す。令和５年は、全国の47団体373人の方が本市
を訪れ、アオーレ長岡や生ごみバイオガス化事業
など本市の施設や施策を視察されました。今後も、
本市の先進的な取り組みをＰＲしながら、積極的
に視察の受け入れを行っていきます。

主な視察項目（件数は延べ数）

11月６日　議員協議会を開催
　議員協議会を開催し、次の３項目について市から説明があ
り、議員から質疑や意見が出されました。
　①令和４年12月豪雪時の対応の検証について
　②令和５年度長岡市道路除雪計画の概要について
　③大手通坂之上町地区市街地再開発事業について 議員協議会の様子

※�１月１日付で、高橋美里議員、衣川広志議員、笠井
綾華議員が会派「無所属クラブ」を結成しました。

アオーレ長岡 14件

復興・防災 ８件

生ごみバイオガス化 ６件

山古志地域 ５件中心市街地 ４件

その他 25件

・部活動地域移行

・子育ての駅 ほか


